
               

　
　
県
水
道
局
の
災
害
時
に
お
け
る

水
の
供
給
体
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

　
　
応
急
給
水
は
市
・
村
が
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
県
水
道
局
で

は
こ
れ
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
浄
・

給
水
場
で
給
水
車
へ
の
注
水
や
住
民

へ
の
給
水
を
行
う
こ
と
、
給
水
車
等

に
よ
り
避
難
所
や
病
院
等
の
重
要
施

設
へ
運
搬
給
水
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、

被
害
を
免
れ
た
各
所
の
配
水
管
の
消

火
栓
等
を
利
用
し
て
応
急
給
水
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

   

　
　
平
成
十
八
年
度
の
県
税
収
入
額

は
、
本
県
の
徴
収
歩
合
を
〇
・
五
％

引
き
上
げ
る
と
い
う
前
提
で
計
算
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
近
県
と
比
較

し
て
〇
・
五
％
の
引
き
上
げ
は
ど
う

い
う
意
味
を
持
つ
の
か
。
ま
た
、
徴

収
努
力
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。 

 

　
　
平
成
十
六
年
度
の
本
県
の
徴
収

歩
合
は
九
五
・
三
％
で
あ
り
、
今
後

三
年
間
で
全
国
平
均
程
度
の
九
六
％

以
上
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
、

平
成
十
八
年
度
は
、
〇
・
五
％
の
引

き
上
げ
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
、

個
人
県
民
税
室
の
設
置
や
専
門
職
員

の
市
町
村
へ
の
派
遣
な
ど
、
徴
収
主

体
で
あ
る
市
町
村
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
税
整
理
班
を
大
規
模
な
六
つ
の

県
税
事
務
所
に
置
き
、
徴
収
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

   

　
　
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り

条
例
案
」
第
五
条
の
県
と
市
町
村
と

の
連
携
で
は
、
県
は
市
町
村
に
対
し

て
、
情
報
の
提
供
や
技
術
的
な
助
言

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
に

と
ど
ま
り
、
県
が
条
例
化
を
打
ち
出

し
て
お
き
な
が
ら
、
財
政
的
な
措
置

や
支
援
を
条
文
に
入
れ
な
い
の
は
無

責
任
で
は
な
い
か
。 

 

　
　
市
町
村
も
、
県
が
補
助
し
た
ら

実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
責
任
と
し
て
、

や
る
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
行
う
。

そ
の
中
で
し
っ
か
り
と
県
と
市
町
村

で
連
携
を
密
に
し
て
い
く
と
い
う
の

が
基
本
と
考
え
て
い
る
。 

   

　
　
全
国
の
警
察
で
、
い
わ
ゆ
る
空

き
交
番
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

中
、
来
年
度
、
千
葉
県
で
交
番
相
談

員
が
四
十
五
人
増
員
さ
れ
た
場
合
、

ど
れ
く
ら
い
空
き
交
番
が
解
消
で
き

る
の
か
。 

 

　
　
い
わ
ゆ
る
空
き
交
番
は
、
県
内

に
五
十
七
カ
所
あ
る
。
空
き
交
番
の

解
消
方
策
に
は
、
交
番
相
談
員
の
配

置
が
有
効
で
あ
る
が
、
そ
の
勤
務
時

間
は
、
週
五
日
、
一
日
六
時
間
の
た

め
、
一
つ
の
交
番
に
複
数
の
交
番
相

談
員
が
必
要
で
あ
る
。 

　
現
在
、
県
警
察
で
は
、
登
下
校
時

の
子
ど
も
の
安
全
対
策
と
し
て
、
警

察
官
に
よ
る
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
等
に
あ
た
っ
て
お
り
、
四
十

五
人
の
交
番
相
談
員
の
増
員
が
容
認

さ
れ
た
場
合
、
空
き
交
番
や
業
務
多

忙
な
交
番
へ
配
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
約
半
数
程
度
の
空

き
交
番
の
解
消
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。 

   

　
　
工
場
立
地
法
に
基
づ
き
地
域
準

則
を
定
め
る
条
例
に
関
し
、
立
地
企

業
の
意
見
聴
取
の
状
況
や
企
業
が
参

加
し
や
す
い
緑
地
保
全
の
仕
組
み
の

検
討
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

　
　
企
業
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
緑
化
協
定
と
の
整
合
性
や

工
場
敷
地
外
の
緑
地
に
つ
い
て
の
意

見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

　
ま
た
、
企
業
が
参
加
し
や
す
い
緑

地
保
全
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
地

元
市
町
村
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

   

　
　
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
編
成

に
お
い
て
、
今
ま
で
行
っ
た
事
業
の

効
果
を
ど
の
よ
う
に
勘
案
し
た
の
か
。

ま
た
、
新
規
事
業
も
含
め
、
ど
の
よ

う
な
予
算
編
成
を
し
た
の
か
。 

 

　
　
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
が
追
い
上
げ

る
中
、
全
国
第
二
位
の
農
業
県
と
し

て
の
地
位
の
堅
持
を
図
る
こ
と
に
重

点
を
置
き
、
園
芸
産
地
の
生
産
力
強

化
、
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
促
進

及
び
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
に
力
を

入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
な
お
、
個
別
事
業
の
検
討
に
あ
た

っ
て
は
、
新
た
な
政
策
課
題
に
対
応

し
た
新
規
事
業
を
盛
り
込
む
と
と
も

に
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
事
業
に

つ
い
て
は
廃
止
す
る
な
ど
、
事
業
効

果
や
必
要
性
を
十
分
精
査
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

   

　
　
県
・
市
・
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
株
式
会
社
の
三
者
が
裁
判
所
の
関

与
す
る
和
解
を
選
択
し
た
の
は
な
ぜ

か
。 

 

　
　
和
解
に
つ
い
て
は
、
三
者
間
の

取
り
決
め
に
つ
い
て
の
実
効
性
担
保

の
観
点
か
ら
、
県
と
し
て
も
、
も
っ

と
も
適
切
な
手
法
と
判
断
し
た
。 

　
ま
た
、
民
間
株
主
の
理
解
を
得
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
社
が

判
断
し
て
和
解
の
申
し
立
て
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。 

　
和
解
は
、
今
回
の
再
建
策
の
全
体

像
を
包
括
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る

適
切
な
方
法
と
考
え
て
お
り
、
議
会

の
承
認
を
得
た
後
に
、
正
式
に
和
解

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。 

   

　
　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
の
増
改

築
に
係
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
学
校
の
大
規
模
化
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
整

備
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

　
　
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
に
つ
い

て
は
、
校
舎
の
過
密
化
解
消
な
ど
が

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
今

回
の
対
応
は
最
善
の
策
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
個
々
に
応
じ

た
施
設
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
お
り
、
施
設
の
内
容
に
つ

い
て
は
基
本
設
計
、
実
施
設
計
の
中

で
考
慮
し
て
い
き
た
い
。 

    

〔
一
面
か
ら
の
続
き
〕 

▽
千
葉
県
道
路
公
社
が
行
う
有
料
道
路
の
事
業
計

画 

▽
全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
へ
の
堺
市
の
加

入
及
び
こ
れ
に
伴
う
全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協

議
会
規
約
の
一
部
の
変
更 

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結 

▽
指
定
管
理
者
の
指
定(

五
十
九
件) 

▽
専
決
処
分
の
承
認(

二
件) 

▽
和
解
等 

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解 

▽
訴
訟
に
係
る
費
用
の
負
担(

二
件) 

▽
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
金
額 

▽
人
事
案
件
（
三
件
） 

   

▽
東
葉
高
速
鉄
道
の
支
援
に
関
す
る
意
見
書 

▽
災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
が
必
要
な
行
政
機
関

お
よ
び
自
主
防
災
関
係
者
に
渡
る
よ
う
個
人
情

報
保
護
法
制
度
を
改
正
す
る
こ
と
を
要
望
す
る

意
見
書 

▽
さ
ら
な
る
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
求
め
る
意

見
書 

▽
地
方
分
権
の
推
進
に
向
け
た
更
な
る
取
組
に
つ

い
て
の
意
見
書 

   

▽
千
葉
県
立
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
の
増
築
及
び

新
し
い
養
護
学
校
又
は
分
校
の
設
立
等
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
第
二
項
） 

▽
千
葉
県
立
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
の
増
築
及
び

新
し
い
分
校
の
設
置
等
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
第
二
項
） 

▽
残
土
事
業
の
許
可
取
り
消
し
後
の
原
状
回
復
な

ど
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
第
二
項
）  

 

 

受
賞
者
代
表 

謝
辞 

採
択
さ
れ
た
請
願 

児
童
・
生
徒
表
彰 

可
決
さ
れ
た
意
見
書 
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ス　ポ　ー　ツス　ポ　ー　ツ 
個　　人個　　人 

陸
上 

久
保
木
　
裕
也 

佐
原
市
立
香
取
中
学
校 

陸
上 

鈴
木
　
美
紀 

本
埜
村
立
本
埜
中
学
校 

陸
上 

有
田
　
理
乃 

流
山
市
立
北
部
中
学
校 

陸
上 

田
代
　
成
美 

船
橋
市
立
古
和
釜
中
学
校 

陸
上 

山
野
　
友
也 

千
葉
市
立
幕
張
中
学
校 

陸
上 

谷
本
　
　
瞳 

小
見
川
町
立
小
見
川
中
学
校 

テ
ニ
ス 

土
居
　
美
咲 

大
網
白
里
町
立
大
網
中
学
校 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン 

佐
藤
　
優
香 

佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校 

陸
上 

三
浦
　
　
優 

千
葉
市
立
磯
辺
第
二
中
学
校 

陸
上 

高
橋
　
雅
彦 

東
庄
町
立
東
庄
中
学
校 

水
泳 

戸
辺
　
健
介 

野
田
市
立
福
田
中
学
校 

柔
道 

川
上
　
千
惠
子 

船
橋
市
立
八
木
が
谷
中
学
校 

水
泳 

松
島
　
美
菜 

東
海
大
学
付
属
浦
安
中
学
校 

新
体
操 

穴
久
保
　
璃
子 

千
葉
市
立
泉
谷
中
学
校 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ 

三
宅
　
　
諒 

市
川
市
立
第
六
中
学
校 

太
極
拳 

荒
木
　
そ
ら 

習
志
野
市
立
第
六
中
学
校 

カ
ヌ
ー 

相
澤
　
一
毅 

佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校 

カ
ヌ
ー 

鈴
木
　
喜
幸 

小
見
川
町
立
小
見
川
中
学
校 

空
手 

大
川
　
紗
由
里 

君
津
市
立
周
西
南
中
学
校 

空
手 

大
木
　
貴
博 

千
葉
市
立
貝
塚
中
学
校 

陸
上 

久
保
田
　
裕
是 

東
海
大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校 

馬
術 

齋
藤
　
功
貴 

千
葉
県
立
多
古
高
等
学
校 

陸
上 

河
野
　
千
波 

東
京
学
館
浦
安
高
等
学
校 

ボ
ク
シ
ン
グ 

鳥
越
　
辰
弥 

習
志
野
市
立
習
志
野
高
等
学
校 

射
撃 

寺
澤
　
　
翼 

千
葉
県
立
実
籾
高
等
学
校 

ボ
ー
ト 

小
倉
　
亜
沙
美 

千
葉
県
立
小
見
川
高
等
学
校 

空
手 

柴
山
　
恵
理
香 

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校 

水
泳 

香
取
　
克
彦 

成
田
高
等
学
校 

卓
球 

斉
藤
　
由
紀 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校  

高
等
部 

陸
上 

鈴
木
　
秀
明 

成
田
高
等
学
校 

陸
上 

高
橋
　
邦
彦 

成
田
高
等
学
校 

ボ
ク
シ
ン
グ 

牛
山
　
智
博 

習
志
野
市
立
習
志
野
高
等
学
校 

ボ
ク
シ
ン
グ 

野
口
　
聡
士 

西
武
台
千
葉
高
等
学
校 

水
泳 

大
闢
　
拓
朗 

千
葉
県
立
銚
子
商
業
高
等
学
校 

水
泳 

入
田
　
津
久
詩 

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校 

自
転
車 

湯
浅
　
　
徹 

千
葉
県
立
京
葉
工
業
高
等
学
校 

自
転
車 

京
相
　
真
人 

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校 

ボ
ー
ト 

小
山
田
　
昴
史 

千
葉
県
立
小
見
川
高
等
学
校 

空
手 

鈴
木
　
杏
奈 

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校 

卓
球 

渡
邉
　
惇
志 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校 

高
等
部 

陸
上 

佐
野
　
明
彦 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校 

高
等
部 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
角
田
・
鳥
居
組 

カ
ヌ
ー
（
Ｋ
ー
２
男
子
） 

Ｂ
＆
Ｇ
小
見
川
海
洋
ク
ラ
ブ 

カ
ヌ
ー
（
Ｋ
ー
２
女
子
） 

Ｂ
＆
Ｇ
小
見
川
海
洋
ク
ラ
ブ 

な
ぎ
な
た 

茂
原
市
な
ぎ
な
た
連
盟 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

千
葉
県
代
表
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム 

カ
ヌ
ー 

小
見
川
町
立
小
見
川
中
学
校 

剣
道 

柏
市
立
逆
井
中
学
校 

駅
伝 

柏
市
立
逆
井
中
学
校 

陸
上 

成
田
高
等
学
校 

陸
上 

東
海
大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校 

剣
道 

千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校 

サ
ッ
カ
ー 

千
葉
県
代
表
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム 

登
山
（
団
体
女
子
） 

千
葉
県
立
千
葉
東
高
等
学
校 

登
山
（
種
目
男
子
縦
走
） 

千
葉
県
立
千
葉
東
高
等
学
校 

少
林
寺
拳
法
（
男
子
組
演
武
） 

桜
林
高
等
学
校 

少
林
寺
拳
法
（
男
子
団
体
演
武
） 

桜
林
高
等
学
校 

卓
球
（
一
部
男
子
団
体
） 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校 

高
等
部 

卓
球
（
一
部
女
子
団
体
） 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校 

高
等
部 

注:

※
は
三
月
二
十
七
日
に
議
長
室
に
お
い
て
一
個
人
・一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

ス　ポ　ー　ツス　ポ　ー　ツ 
団　　体団　　体 個　　人個　　人 


